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特集：環境安全本部、学内にAEDを配置！
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５月７日（月）から11日（金）にかけて、新領域創成
科学研究科の大学院学生を対象とした海洋環境臨海実習
が国際沿岸海洋研究センター（岩手県上閉伊郡大槌町）
にて行われた。
自然環境学専攻の学生21名が参加した今回の実習で

は、調査船“弥生”に乗船して行ったCTD観測と採水、
CTD観測で得られた水温・塩分のデータ解析と海水の
化学分析（溶存酸素やクロロフィルａの定量）、小型の
動物掲載型記録計（データロガー）を用いたデータ収集
とデータ解析、砕波帯における仔稚魚の採集とソーティ
ング、ウミタナゴを用いた魚類の外部・内部形態の観察
などの実習が行われた。期間中天候にも恵まれ、予定さ
れた実習を全て行うことができた。

いずれの実習も本センターの特色を生かした内容であ

り、三陸海岸の風光明媚な自然環境の下、参加学生にと
ってフィールド研究の醍醐味の一端を知るよい機会にな
ったものと思われる。本センター共同利用研究員宿泊所
で寝食を共にした合宿生活も参加学生にとっては楽しい
経験になったものと思われ、皆大いに満足した様子であ
った。
なお、この実習は来年度も実施される予定である。

５月10日（木）13時～16時まで教育学部附属中等教育
学校、新教育棟と多目的室において、2007年度第１回目
の「学びの共同体」研究会が行われた。
附属学校では、2005年度から「学びの共同体」づくり

をはじめた。そこでは、４つの課題をもって学校の改革
を行っている。

１　教師と子どもとのよりよい人間関係の構築
２　学びを中心とする授業の創造
３　学び合う「同僚性」のある教師集団の創造
４　親が子どもの学びに参加する「親の学習参加」の創
造　の４点である。

調査船「弥生」に乗船して実習に出発

砕波帯での仔稚魚の採集実習「地曳き網」

魚類の外部・内部形態の観察実習

海洋研究所附属国際沿岸海洋研究セ
ンターにて海洋環境臨海実習が行わ
れる

海洋研究所

教育学部附属中等教育学校で「学び
の共同体」研究会行われる

大学院教育学研究科・教育学部
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授業の中では教師の「声」「ことば」「身体」に柔らか
さが求められる。また、小グループ活動を取り入れ、教
師が一方的にしゃべる授業を、できるだけ子どもの「問
い―探求―表現」の学びに変える。そして、仲間で聴き
合う活動を大切にする。教師全員が年１回は授業を公開
し、授業検討会を充実させていく。すでに、2006年度は、
通常の学年単位で授業公開72回、授業検討会45回を行っ
た。
年に３度、校内で全体会が行われる。本年度１回目は、

２年Ａ組（40名）で、社会科「日本の茶産業」（授業者・
野h雅秀教諭）であった。
導入で「新茶」を実際に生徒に飲ませたあと、日本の

茶の生産地を表から読み取り、１位～５位まで府県を白
地図で確認した。その後、４人のグループになり『日本
国勢図会』の1984年版、1995/96年版、2004/05年版のデ
ータを見比べて、①その変化をみつけさせ、②変化の理
由を考えさせたのち、生徒たちに発表させた。
昨年度から比べて「生徒の学び合いが良くなっている」

という意見も出た。指導助言者の大学院教育学研究科の
佐藤学教授は「課題をもっと難しく高いレベルにするこ
と、前半のムダをなくして、はやく課題に取り組ませる
こと」をアドバイスのことばとした。また、午前中、全
クラスの授業を見ての感想として「始めて２年だが、順
調にきている」と述べ、「５年間かけて日本一、さらに
世界一のモデルを構築していきたい」という明確な目標
を提示して、附属の教員を激励した。

地球温暖化等、気候変動現象とその社会影響が新聞な
どで大きく取り上げられるようになっています。この２
月の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）総会にお
いて第１作業部会の第４次報告書が受諾されました。そ
れによると様々な気候データの解析とモデリングを通し
て、地球温暖化現象が実際に起こっていることが科学的
に高い確度で示されました。このような気候変動現象は

社会に様々な影響を及ぼしますが、そのメカニズムも複
雑で科学的にも多くの研究を必要としています。
気候システム研究センターでは、高精度の気候モデリ

ングとデータ解析を用いた気候研究を行っていますが、
その努力のひとつとして、今期、高薮縁教授が第27回猿
橋賞を、佐藤正樹准教授が2007年度日本気象学会賞を受
賞することとなりました。
猿橋賞は、「女性科学者に明るい未来をの会」（1980年

創立）から毎年、自然科学の分野で顕著な研究業績をお
さめた女性科学者に贈られる賞です。今回、評価された
業績は、「熱帯における雲分布の力学に関する観測的研
究」。

気象学会賞は、最近５年間に気象学に関する貴重な研
究を学術誌に発表した研究者を各年１～２名顕彰するも
のです。今回、評価された業績は、「準一様格子を用い
た全球雲解像大気モデルの開発とそれによる熱帯対流雲
集団のシミュレーション」。

猿橋賞授賞式は５月26日（土）、気象学会賞授賞式は
５月14日（月）に行われました。
受賞理由、関連学会へのリンクは気候システム研究セ

ンターのホームページに掲載しています。
http://www.ccsr.u-tokyo.ac.jp/

授業の様子

猿橋賞を受賞した高藪縁教授

日本気象学会賞を受賞した佐藤正樹准教授

高薮縁教授　第27回猿橋賞受賞、
佐藤正樹准教授　2007年度日本気象
学会賞受賞

気候システム研究センター
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４月30日（月）、一橋大学との伝統の対校ボートレー
スである東商戦が開催されました。
当日は天候にも恵まれ、応援部の力強い応援の中、盛

大に行われました。
結果は、大学の威信を懸けて行う対校全種目において

勝利を飾ることができました。中でも、対校戦の勝敗を
決する対校エイトは11年ぶりの連覇、対校フォアに至っ
ては実に12年ぶりの勝利、そして何より対校種目全勝
（12年ぶり14度目）という近年では快挙といえる成果と
なりました。当初の目標であった「東商戦完封」とまで
はいかなかったものの、それに近い結果となったように
思います。久々の快勝に、勝利の美酒に酔いしれ、大い
に沸きあがりました。
しかし、この結果に満足することなく、最終的な目標

であるインカレに向けて更に全力を尽くしてまいりま
す。

東商戦当日、応援に駆けつけてくださった古田元夫運
動会理事長、学生部の方々、応援部の方々、学内の皆様、
本当に有り難うございました。
今後とも漕艇部の活動を見守っていただければ幸いで

す。

大学院法学政治学研究科寄付講座「政治とマスメディ
ア（朝日新聞社）」は５月17日（木）、中川秀直自由民主党
幹事長、鳩山由紀夫民主党幹事長をゲストに迎え、法学
部４号館８Ｆ大会議室に於いてフォーラムを開催した。
薬師寺克行朝日新聞社月刊『論座』編集長の司会によ

り高橋進教授の挨拶の後、中川秀直自由民主党幹事長と
鳩山由紀夫民主党幹事長の基調講演に続き、「財政再建
問題」、「国際化時代の外交」、「保守主義の意味」等をテ
ーマに谷口将紀准教授と薬師寺編集長のコメントと質問
による白熱した議論が行われ、またフロアの学生からは、
中川幹事長には公務員制度のあり方、鳩山幹事長には格
差（再分配）、アジア外交、農業政策、安全保障等につ
いての質問が出た。限られた時間のなかで活発な意見交
換が行われ、森田朗公共政策大学院長の総括により閉会
となった。
会場は総勢170名余りの出席者及び関係者で用意した

補助椅子席も足りない程となり、出席者からは非常に有
意義で充実した内容であったとの感想をいただいた。

＊共催：公共政策大学院
東京大学21世紀COEプログラム
「先進国における《政策システム》の創出」

寄付講座「政治とマスメディア」フ
ォーラム「日本政治の可能性」、
開催される

大学院法学政治学研究科・法学部

基調講演

連覇を果たし沸きあがるエイト達

会場の様子

『第59回東京大学・一橋大学対校競漕
大会（東商戦）』開催される

学生部
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＜東商戦結果（対校種目のみ）＞

・対校女子クォドルプル

・対校シングルスカル

・対校フォア

・対校エイト

＜今後の漕艇部の活動＞

６月７～10日 全日本選手権
７月６～８日 軽量級選手権
８月23～26日 全日本大学選手権・OX盾レガッタ
９月23日 京大戦・東京大学130周年記念レガッタ
10月19～21日 全日本新人選
12月２日 総長杯争奪水上運動会

対校フォアにおける漕艇部クルーの力漕

対校エイトにおける漕艇部クルーの力漕

レーン 大学 Time 着
３ 東京大学 8'00"57 １
４ 一橋大学 8'18"59 ２

レーン 大学 Time 着
３ 東京大学 7'48"43 １
４ 一橋大学 7'59"66 ２

レーン 大学 Time 着
３ 東京大学 6'32"91 １
４ 一橋大学 6'39"45 ２

レーン 大学 Time 着
３ 東京大学 7'17"54 １
４ 一橋大学 7'21"67 ２
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東京大学創立130周年記念事業
第32回東京大学農学部公開セミナー

大学院農学生命科学研究科・農学部

大学院農学生命科学研究科・農学部では、以下の要領
でセミナーを開催します。無料で、どなたでも参加でき
ます。多くの方のご来場をお待ちしております。

第32回　東京大学農学部公開セミナー

『農学を創った人、農学が創ったもの』

司会：農学国際専攻　溝口 勝　准教授

「日本の農地を作り変えた人
─上野英三郎、もうひとつの忠犬ハチ公物語─」

生物・環境工学専攻　　塩沢　昌　教授

「日本の美しい自然を継承するために
―国立公園の誕生―」

森林科学専攻　　下村　彰男　教授

パネルディスカッション
農学を創った人、農学が創ったもの

日　時：６月23日（土）13:30～16:30

場　所：弥生講堂・一条ホール
東京都文京区弥生１－１－１
地下鉄南北線「東大前」下車　徒歩１分
地下鉄千代田線「根　津」下車　徒歩７分

対　象：一般（どなたでも参加できます）
定　員：300名（当日先着順）
参加費：無料

14 No.1358   2007. 5. 30
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問合せ先：東京大学農学系総務課 総務チーム
総務・広報情報担当
〒113-8657 東京都文京区弥生１－１－１

電話：03-5841-5484・8179

E-mail：koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

※受講証を発行いたします。
ご希望の方は、120円切手をご持参の上、当日受付でお
申込ください。

主催：大学院農学生命科学研究科・農学部
共催：（財）農学会

電子工学専攻において平成18年度より実施されている
（独）NEDO技術開発機構の施策「NEDOプロジェクト
を核とした人材育成、産学連携等の総合的展開（NEDO
特別講座）」による「ナノフォトニクス総合的展開」プ
ロジェクト（平成23年３月までの時限）の年次シンポジ
ウムを開催いたします。

日　時：７月25日（水）13:00～18:00（開場　12:30）
会　場：武田先端知ビル５F「武田ホール」
参加費：無料
申込方法：問い合わせ先のホームページを参照

＜プログラム＞

・開会挨拶　　　大津　元一（東京大学）
・イノベーション実現に向けたNEDOの取り組み
～NEDO特別講座～

橋本　正洋（（独）NEDO技術開発機構）
・東京大学産学連携本部の活動紹介

藤田　隆史（東京大学産学連携本部）

【基調講演】

・ナノフォトニクスの展望
大津　元一（東京大学）

【特別セッション】

・［文科省リーディングプロジェクト終了報告］
近接場光リソグラフィー

黒田　亮（キヤノン(株)）
・［近接場光リソグラフィーの応用］
近接場光からＸ線へ

小池　雅人（日本原子力研究開発機構）

・［NEDO大容量光ストレージ紹介］
ナノフォトニクスで実現するテラビット級ストレージ

西田　哲也（(株)日立製作所）
・近接場光計測の国際標準化にむけて

成田　貴人（日本分光(株)）

【ナノフォトニクス最新研究報告】

・ナノフォトニクス固有の現象を生かす
川添　忠（東京大学）

・ナノフォトニクスにおける光インターコネクション
野村　航（東京大学）

・ナノフォトニクスから見える新しい光セキュリティ
成瀬　誠（情報通信研究機構・東京大学）

【インタラクティブセッション（於ホアイエ）】

・ナノフォトニクス分野別個別相談会
・「ナノフォトニクス総合的展開：
産学連携・人材育成プログラム」のご紹介

問い合わせ先：

ナノフォトニクス総合的展開事務局　担当：田村
TEL:03-5841-1670 FAX:03-5841-1140

E-mail:

symposium2007@nanophotonics.t.u-tokyo.ac.jp

URL: http://uuu.t.u-tokyo.ac.jp/jpn/index.html

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15号館ロビー、図書館ロビー、生協書
籍部、保健センター駒場支所で無料配布しています。バ
ックナンバーもあります。
第503（６月６日）号の内容は以下のとおりとなって

いますので、ぜひご覧ください。

小島憲道：クラカタウ島の大噴火と1880年代の絵画
長木誠司：教養学部ピアノ演奏会・小山実稚恵リサイタ

ル

<本の棚>
石浦章一：東京大学教養学部編

『高校生のための東大授業ライブ』

「ナノフォトニクス総合的展開2007」
シンポジウム開催のお知らせ

大学院工学系研究科・工学部

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第503（６月６日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―
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風間洋一：ブレーンの魔術
橋本幸士著『Ｄブレーン―超弦理論の高次
元物体が描く世界像』

<時に沿って>
佐藤守俊：細胞の中の分子を見る
佐々木一茂：回り道
コーナーストーン：佐藤良明さんを「ひとまず」送る会

<本郷各学部案内>
金子元久：教育学部　教育を通して人間と社会を考える
山本正幸：理学部　理学部からのメッセージ
太田明徳：農学部　生きものと生きものの生みだすもの
金井　求：薬学部　分子を中心にした総合生命科学研究

の拠点
馬場康雄：法学部　法学部進学予定の皆さんへ

情報基盤センター図書館電子化部門では、レポート・
論文作成や学習・研究に役立つ“情報探索ガイダンス”
各種コースを実施します。
本学にご所属であればどなたでも参加できます。

●会場：

本郷キャンパス　総合図書館１階　講習会コーナー
（定員12名）

●コース概要とスケジュール：

＜分野別データベーストレーニング＞

各データベースの提供元から講師を招いて、実習形式
の講習を行います。No.1356でお知らせしたコースに、
総合分野の２コースを追加開催することになりました。
是非ご参加ください。（各60分）

■朝日新聞記事データベース聞蔵IIビジュアル

７/３（火）16:00～17:00（※要予約）
1945年から当日までの朝日新聞のほか、AERA(アエ

ラ）、週刊朝日、知恵蔵の全文記事を検索できるデータ
ベースです。紙面イメージの表示も可能です。

■ＭＣ-統計

７/５（木）15:00～16:00（※要予約）
官庁統計データ活用支援ツールです。検索・閲覧のほ

か、データの加工、図表化、ダウンロードも可能です。

※その他のコースも予約受付中です。先着順ですので、
お早めに、下記のサイトからお申し込みください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

＜テーマ別ガイダンス＞

１つのテーマに沿って、検索実習を交えながら解説し
ます。

■自宅から検索するには？（60分）

７/９（月）15:00～16:00

学内・学外を問わず利用できる無料公開のデータベー
ス・電子ジャーナルなどを紹介します。また、通常は学
内からのみ利用可能なデータベース・電子ジャーナルで
も、手続きをして学外から利用できるものがありますの
で、その方法を紹介します。
さらに、帰省先や海外で図書館を利用したい人向けに、

他大学等の図書館を利用する際の手続き・注意点を説明
します。夏休み前におすすめのコースです。
予約不要です。直接会場へお越しください。

＜Database User Training（English Session）＞

■Web of Science Course（60 minutes）

６/26（Tue.）16:30～17:30

Covers articles published in major academic journals

(about 8,800 journals).

In addition to conventional searches by keyword, it

provides information on citation inter-connections. 

■Electronic Journals Course（60 minutes）

７/６（Fri.）13:00～14:00

This course covers the fundamental aspects involved

when consulting electronic journals. Explanations

about the search functions of publishers such as

ScienceDirect, SpringerLink and WileyInterScience

can be tailored to include examples in your specific

field of research.

No advance reservation is required.

●問い合わせ：

学術情報リテラシー係
03-5841-2649（内線：22649）
literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

情報基盤センター

“情報探索ガイダンス”各種コース実施の
お知らせ
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丹羽　登　名誉教授

本学名誉教授 丹羽　登
先生は、平成18年11月25

日逝去されました。享年
85歳でした。
先生は、大正10年５月

７日東京にお生まれにな
り、昭和19年９月東京帝
国大学第二工学部電気工
学科をご卒業後、同大学
院特別研究生を経て、昭
和22年８月に東京帝国大学第二工学部に講師として
任官なさいました。昭和24年５月には東京大学助教
授に任ぜられ、昭和36年12月に東京大学教授に昇任
されました。この間、東京大学生産技術研究所を経
て、昭和32年には現在の駒場第二キャンパスに移ら
れ、東京大学航空研究所、宇宙航空研究所、工学部
附属境界領域研究施設にて研究・教育にご尽力なさ
いました。昭和31年５月には東京大学から工学博士
の学位を授与されておられます。昭和57年にご停年
になられ、東京大学名誉教授の称号を授与されまし
た。引き続き、千葉工業大学にて教授をお勤めにな
り、平成４年３月末にご退職後も平成９年３月まで、
同大学非常勤教授として教育研究にあたられまし
た。
先生のご専門は電子応用計測であり、超音波やテ

レビジョン技術、光ファイバ応用などにより、斬新
な計測技術をご提案・開発になっておられます。東
京大学、千葉工業大学のみならず、秋田大学、電気
通信大学などにて非常勤講師に招かれてご専門の講
義をなさった他、複数の国立研究所から招聘研究
員・客員研究員を委嘱されておられます。また、大
学設置審議会、学術審議会、電波技術審議会等の委
員としてもご活躍になられました。
学位請求論文ともなった超音波応用計測に関して

は、特に先駆的なご業績を多く残されました。超音
波探傷器の重要性をいち早く説き、研究室にて新た
な技術開発を展開するとともに、その啓蒙と実用化
にも尽力されて我が国の製造業の発展に貢献なさい
ました。日本非破壊検査協会の会長を務められ、国
際非破壊試験常置委員会ヘの日本代表にも選任され
ました。さらに、非破壊検査技術者技量認定制度の
制定・普及にも力を注がれ、技量認定委員会委員長
も務められました。これらご業績により、米国非破
壊検査学会FELLOW称号、日本非破壊検査協会功
績賞、同協会賞等を受けておられます。この他にも
超音波計測関連では、医療や農業への応用も進めら
れて計測自動制御学会技術論文賞等も受けられ、著
書「超音波計測」は好著として版を重ねてきまし
た。
宇宙観測用ロケット、観測衛星などによる宇宙科

学観測に対しても精力的に貢献され、特に宇宙観測
用狭帯域テレビジョン方式の研究開発にご尽力なさ
いました。テレビジョン応用計測技術は、この他、
電気鉄道架線の診断技術、海底鉱物資源探査技術等
の開発にも活用され、テレビジョン学会から業績賞
を受けておられます。また、光ファイバによるセン
シング技術の研究でも先駆的なご業績を残され、特
に、光ファイバジャイロの研究では我が国初の実験
系を稼動させて、計測自動制御学会技術賞をご受賞
になられました。
また、これら業績により、平成12年春の叙勲で

「勲三等旭日中授章」を受けられ、亡くなられた後
に正四位に叙せられました。
引退されてからも、後輩の活躍をわがことのよう

に喜んで、暖かな励ましを送ってくださった先生の
ご逝去は哀惜の念に耐えません。温厚で慈愛深く教
職員に接して来られた先生の面影を偲びつつ、ここ
に謹んで哀悼の意を表しご冥福をお祈り申し上げま
す。

（大学院工学系研究科）
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等

大学院医学系研究科公共健康医学専攻
URL：http://www.m.u-tokyo.ac.jp/sph/index.html

総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
TEL：03-5454-6139 （美術博物館）
E-mail：cmaeda@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/

東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究センター事務室
E-mail：desk@desk.c.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/j/sympo_e138.html

http://www.m.u-
tokyo.ac.jp/daigakuin/apply/appguide210.html

大学院総合文化研究科「人間の安全保障」プログラム 事
務局
TEL＆FAX：03-5454-4930
E-mail：hsp-toiawase@hsp.c.u-tokyo.ac.jp
URL：http://human-security.c.u-tokyo.ac.jp/

http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

大学院理学系研究科・理学部　広報室
TEL：03-5841-7585
E-mail：kouhou@adm.s.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.s.u-tokyo.ac.jp/event/science-cafe2/

東京大学アメリカ太平洋地域研究センター
E-mail：seminar@cpas.c.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.cpas.c.u-tokyo.ac.jp/indexjpn.html
農学系総務課総務チーム
総務・広報情報担当
TEL：03-5841-5484,8179
E-mail: koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

Shinichi Aizawa
E-mail：aizawa@iss.u-tokyo.ac.jp
URL：http://web.iss.u-tokyo.ac.jp/cjg/
大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
TEL：03-5454-6139（美術博物館）
E-mail：cmaeda@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
URL：http://organ.c.u-tokyo.ac.jp/

画像史料解析センター開設10周年記念事業実行委員会
委員長：林　　譲（hayashi@hi.u-tokyo.ac.jp）
幹事：末柄　豊（suegara@hi.u-tokyo.ac.jp）
FAX：史料編纂所事務室（03-5841-5956）

美術史学研究室
artist@l.u-tokyo.ac.jp

ナノフォトニクス総合的展開事務局　担当：田村
TEL:03-5841-1670 FAX:03-5841-1140
E-mail:symposium2007@nanophotonics.t.u-tokyo.ac.jp
URL: http://uuu.t.u-tokyo.ac.jp/jpn/index.html

総合文化研究科・教養学部　美術博物館
TEL:03-5454-6139 FAX:03-5454-4929

東大病院老年病科
TEL：03-5800-8652 担当　野村

生産技術研究所　総務・広報チーム
TEL：03-5452-6864/FAX：03-5452-6071
URL：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/

医学部教育研究棟14Ｆ鉄門講堂

教養学部　900番教室（講堂）

駒場キャンパスⅠ
18号館コラボレーションルーム
3

医学部2号館本館
1階　小講堂

駒場キャンパス　18号館ホール

東洋文化研究所会議室（工学部
8号館7階736号室）

理学部1号館2階　小柴ホール

駒場キャンパス14号館2階
アメリカ太平洋地域研究
センター会議室

弥生講堂・一条ホール

赤門総合研究棟5F
センター会議室

教養学部900番教室（講堂）

山上会館大会議室

文学部法文2号館1大教室

武田先端知ビル5F「武田ホール」

駒場博物館1階
美術博物館展示室

東大病院入院棟A
15階大会議室

生産技術研究所
総合研究実験棟（Aｎ棟）
3階大会議室

6月7日（木）
17:00～19:00

6月7日（木）
18:30開演
（18:00開場）

6月8日（金）
16:20～17:50

6月9日（土）
10:00～12:00

6月9日（土）
13:00～14:30

6月14日（木）
14:00～16:00

6月17日（日）
13:00～16:00
（12:30開場）

6月19日（火）
18:00～

6月23日（土）
13:30～16:30

6月27日（水）
18:00～

6月28日（木）
18:30開演
（18:00開場）

6月29日（金）
13:00～17:00

6月30日（土）
14:00～

7月25日（水）
13:00～18:00
（開場　12:30）

3月24日（土）
～6月17日（日）
休館日：毎週火曜日
開館時間 10:00～
18:00
3月28日から6月13
日まで
の毎週水曜日
（4/4と4/11は休み）
14:00～

5月11日（金）
～7月13日（金）

（5月25日、6月1日
を除く各金曜日
全8回）
18:00～19:30

公共健康医学専攻【設立記念シンポジウム】

110回オルガン演奏会
《「イタリア展」を記念して》
※1356号参照

EUとイラン－Eric Remacle教授講演会

健康科学看護学専攻　修士課程入試説明会

2008年度「人間の安全保障」プログラム入試説明会

東文研セミナー
「長江下流域における新石器時代中・後期の遺跡紹介」

第2回女子高校生のための「サイエンスカフェ本郷」

CPAS Seminar: 
Viet Thanh Nguyen Intersections, Social Change, and 
"Engaged" Theories: Implications of American
Feminism

第32回　東京大学農学部公開セミナー
『農学を創った人、農学が創ったもの』
※14ページ参照

社会科学研究所現代日本研究会

111回オルガン演奏会
※1357号参照

史料編纂所附属画像史料解析センター
開設10周年記念研究集会
「画像史料研究の成果と課題」
※1357号参照

「甘美なる聖母の画家ペルジーノ展」
開催記念講演会

ナノフォトニクス総合的展開2007
※15ページ参照

創造の広場イタリア

第3回　高齢者教室
（老後を迎えるにあたって起こり得る様々な問題につ
いての、老年病の各専門分野の方々の講演）
※1352号参照

第35回生研公開講座イブニングセミナー
「都市と環境のフィールド調査の現場から」

総合研究博物館
TEL：03-5777-8600/FAX：03-5841-8451
E-mail：web-master@um.u-tokyo.ac.jp
URL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/education/lec-
ture_200706.html

総合研究博物館
URL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/
（臨時休館の場合があるので、ホームページ要確認のこと）

総合研究博物館
展示ルーム内講義室

総合研究博物館
1階新館展示ホール

6/12（火）、6/20（水）
6/26（火）、7/3（火）
7/10（火）
15:00～17:00

5月26日（土）
～9月2日（日）
月曜休館（月曜祝
日の場合は開館、
翌日休館）
10：00～17：00
（入館は16：30まで）

総合研究博物館公開講座
『植物・動物・社会―西アジア考古学からみた
ドメスティケーションの始まり』

東京大学創立130周年記念事業特別展示
『遺丘と女神―メソポタミア原始農村の黎明』展

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等
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今回はAEDに関する特集でしたが、みなさんは実際に見かけたり講習会等で使ってみたこと
はありますか？　ちょうど１年前、附属病院でAEDの講習を受けましたが、キャンパス内に
こんなに設置されていることを、今回、初めて知りました。日頃から意識していないと、身近
にあっても意外と気づかないものですね。万が一の時に備えて、近くの設置場所を確認したり、
講習会に積極的に参加してみてはいかがでしょうか。（あ）

◆ 表紙写真 ◆
AED（自動体外式除細動器）本体とAED設置ステッカー
（２ページに関連記事）

特集
02 環境安全本部、学内にAEDを配置！

―【保存版】 救急救命マニュアル―

淡青評論
20 数学オリンピックと研究者養成

NEWS

シンポジウム・講演会

INFORMATION

14 大学院農学生命科学研究科・農学部

東京大学創立130周年記念事業
第32回東京大学農学部公開セミナー

15 大学院工学系研究科・工学部

「ナノフォトニクス総合的展開2007」
シンポジウム開催のお知らせ

部局ニュース
08 海洋研究所

海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センター
にて海洋環境臨海実習が行われる

08 大学院教育学研究科・教育学部

教育学部附属中等教育学校で「学びの共同
体」研究会行われる

09 気候システム研究センター

高薮縁教授　第27回猿橋賞受賞、佐藤正樹
准教授　2007年度日本気象学会賞受賞

10 大学院法学政治学研究科・法学部

寄付講座「政治とマスメディア」フォーラ
ム「日本政治の可能性」、開催される

お知らせ
15 大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第503（６月６日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

16 情報基盤センター

“情報探索ガイダンス”各種コース実施の
お知らせ

18 EVENT LISTキャンパスニュース
10 学生部

『第59回東京大学・一橋大学対校競漕大会
（東商戦）』開催される

コラム
11 インタープリターズ・バイブル　Vol.4

12 Crossroad～産学連携本部だより～Vol.17

13 コミュニケーションセンターだより　No.34

13 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第14回

14 調達本部です　第28回

訃報
17 丹羽　登　名誉教授



ゆとり教育や若年層の理科離れなどあまりいい話を聴かない中、数学に

おいては将来の数学の研究をリードする一線級の人材ならば確保できてい

ると思う。もちろん欲を言えばきりがないが、若い研究者のためのポスト

が確保できないことが大問題となっている現状を考えると十分すぎるのか

もしれない。それは数学オリンピックの存在が大きいのではと思う。

数学オリンピックで要求される能力と研究者向けの能力は違うという批

判がある。確かに必ずしも数学オリンピックのメダリストが数学者として

成功するとは限らないとは思う。しかしそれは甲子園の優勝投手がプロ野球で活躍するとは限らないのと同

じ事ではある。何といっても大きいのは、数学オリンピックを触媒にして数学好きの中高生やOB達の間にネ

ットワークができていることである。

何年か前にJMO夏季セミナーという数学オリンピック財団後援の合宿に講師として呼ばれたことがある。

感心したのは合宿はOBの大学生だけで運営されていたことである。数学オリンピック関係の合宿の内で夏季

セミナーはオリンピック対策というわけではなく、大学レベルの数学・情報科学の専門書をOBたちが面倒を

見ながら輪講したりするものであった。こういった交流は合宿だけに止まらず、高校生の後輩たちにOBが東

大数理の図書室を案内したり、わりとオープンに参加できるような自主ゼミを運営したりしているようなこ

とまでに及んでいる。私も学生の頃は同級生と自主ゼミは結構やったが、世代を越えてここまで大掛かりに

はやらなかった。本当に素晴らしいことであり心強いことでもある。

数学は高度に発達した学問であり、東京大学が提供しているカリキュラムはそれだけでは研究者養成にな

ど全然足りない。鉄は熱い内に打てというが、やはり中高生の内から数学に打ち込むのが圧倒的に有利であ

る。玉原セミナーハウスで地元の群馬県の高校数学コンクール優秀者向けのセミナーを数理科学では開催し

ているが、こういった活動を全国レベルに広げてもいいかもしれない。

松本　久義（大学院数理科学研究科）

数学オリンピックと研究者養成

No. 1358 2007年5月30日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp
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